





















































































































何によって決定されるのか。多読を促す学習者側の要因は Day& Bamford 
(1998)が詳しく記しているが、より直接的には本学 1~ 2回生262名を対象と
した Mori(2002)の研究が参考になる。 Moriは、リーデイング教材 SRA(The 




















































































STEP 2 (Quiz) : 3聞の英文設閉それぞれに対し、真偽判断ないしは4択
(う9) 316 
で理解度を確認する。内容を覚えていなければ、問題文を再読してよい。
STEP 3 (Discovery) :問題文全文が表示され、学習者側からのコマンドに
より、文中の語の意味(文中であらかじめ指定された未習の可能性がある諸にマ
ウスをあわせると和訳が表示される形式)と全文和訳が表示される。

















































































































































入学時の ECPT換算による TOEIC予測得点と 7月に実施された TOEIC-
ITPでの得点の平均値で200点一500点程度。内、 200点台は122名、 300点台は















クラス 使用時間平均 強制度 4月時TOEIC見込点 7月TOEIC-ITP平均
A 5: 27 l 391 467 
B 4: 22 3 351 410 
C 3: 20 2 265 295 
D 3: 02 2 242 302 
E 2: 03 2 240 259 
F 2: 49 2 224 246 
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(n = 16)、300点以上400点未満の学生(凡例30)(n =42)、300点未満の学生(凡例




















First Quiz Discovery Speed Review 
図4 習熟度別リスニング教材の学習ステップの所要時間





















.，. .。。。軸。。@。 帯 。
伸与。φ..;，~色鴻弘占「争子、. .。φ~*;.t.r' . ' +: • 
〈名品持ふ。。 φ 








l∞ 2∞ 3∞ 4∞ 5ω 6∞ 
秒
図5 最初のリスニング時間と正答数
(69 ) 306 
5.考察
リーデイング・コースの所要時間数のデータから推察される、 NA-B1リー
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